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序にかえて 
 

 

 

2011 年度年報をお届けする。昨年はわが国にとって歴史に残る年になった。過去最大の地

震と巨大津波が東北地方から関東地方の太平洋岸を襲い未曾有の災害がもたらされた。1 年

以上が経過した現在も多くの人たちが生活の再建に取り組んでいる。最近も仮設住宅での孤

独死についての報道があったが，実に多くの課題が私たちに突きつけられている。一朝一夕

に解決できる課題ではないが，認知症ケアに関わる関係者として改めて支援について考えて

みた。支援を受ける側の心構えと支援する側の課題があげられるが，後者について被災地で

認知症ケアに携わっている関係者にヒアリングを実施し貴重な意見をまとめることができ

た。詳細は報告書をご覧いただきたいが，ヒアリングのための時間を割いてくださった関係

者にこの場を借りてお礼を申し上げたい。 

もう１点は，厚生労働省からこれからの地域包括ケアのあり方が示されたことである。 

地域包括ケアを行っていくためには地域におけるネットワークの構築が前提となるが，そ

れに関連するテーマでいくつかの研究が実施された。最近の疫学研究では従来考えられてい

たよりも認知症の有病率が高い可能性が示され，認知症に関する地域の意識・認識の向上，

認知症ケア関係者のスキルの向上が喫緊の課題となる。当センターが取り組むべき最大のテ

ーマである。関係各位のより一層のご理解，ご協力，ご批判をお願いする次第である。 
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